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（内容は2019～2020年度実施分を中心に掲載）

＊館内には、日常的に利用できるフリースペースはありません。
　１Fのクレオ大阪西・情報図書コーナーで、絵本等を読んだり、借りることはできます。
　（貸出には「クレオ大阪」の図書カードが必要です）
＊その他設備については、P5～6もご覧ください。

＊ご来場には公共交通機関をご利用ください。

住　所

ＴＥＬ

H　P

開館時間

休館日

JR環状線・阪神なんば線「西九条」駅より徒歩約５分アクセス

〒554-0012  大阪市此花区西九条６-１-20（クレオ大阪西内）

06-6460-7800　　　ＦＡＸ　 06-6460-9630

https://www.ko-bun.jp

9:00～21:30

月曜日（国民の休日の場合は翌日）、年末年始

みんな、

まってるよ
〜！
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こども文化センターガイド

みてみるる

やっ
てみるる

でてみるる
る?る?

◆何をしている施設なの？
子ども達が人間性豊かに育つことを願い、1979年（昭和54年）1月に
開館した大阪市立こども文化センター。「生の舞台芸術を通じて子ど
も達に生きる力を」という、設立当初からの理念を引継ぎ、舞台芸術
の“鑑賞・体験・発表”をキーワードに、赤ちゃんから中学生まで、幅広
い年齢に向けた、さまざまなプログラムを展開しています。（ホール
での鑑賞事業、舞台での発表事業、教室・講座等の創造事業、地域の文
化活動に携わっている団体やグループとの交流・協働事業など）

◆市民の思いが集まり生まれた、土台となった施設のはなし。
戦後の荒廃した社会において、次代を担う子ども達が健やかに育つ
ことを願い、1951年（昭和26年）に宣言された「児童憲章」で示され
た理念の実現に向けて、大阪市では、市民の「児童文化募金」からの
寄付を受けて1955年（昭和30年）に施設を設立。これが、こども文化
センターの前身である「大阪市立児童文化会館」です。

はじめてをおうえんする、劇場。
こども文化センターは、一年を通じて多くのイベント・プログラムを開催しています。メインとなる会場は、どの席からも
舞台が近く、あたたかい雰囲気が自慢の「劇場」。「生の舞台芸術を子ども達に」というテーマのもと、４つの「る」をキー
ワードに、幅広いプログラムを行っています。
子ども達がワクワクするものと出会うとき、一歩踏み出す勇気を出したいとき、その背中をそっと押せる
存在になりたい―それぞれの“はじめてを応援する”場、それがこども文化センターです。

●こども教室(ミュージカル教室、ブラスバンド教室、こども
詩の会)など 

●スタッフボランティア(大人対象)など

●こども劇場　●こども広場　
●春のこども文化まつり　
●こども芸術劇場　など

●こども文化フェスティバル
●こども演劇フェスティバル　など

なま

どんなことをやってい
るのか、

みにいってみよう！
どんなことをやってい

るのか、

みにいってみよう！

さあ、きみは
なにす

さあ、きみは
なにす

ホ      ー       ル

「みる」ことを楽しむ ! 
音楽会、人形劇、など

“生”の舞台の醍醐味を♪

「やってみる」楽しさ
を体験 ! 舞台芸術
に初チャレンジ♪

P.3へGO!

P.9へGO!

P.11へGO!

「出る」よろこびを味
わう ! 日ごろの成果

発表の場♪

（ホール定員：386席）
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こども劇場

0歳から入れるコンサート、想像力をはばたかせて楽しむ人
形劇・演劇公演、時の流れに色あせない力強さを体感できる
伝統芸能、大道芸やジャンルレスなパフォーマンス公演な
ど、ひとつのジャンルに偏らない、幅広いラインナップ！
毎月のおでかけにもぴったりです。

る
みてみ

非日常の時間を過ごせるのが
劇場の魅力のひとつ。舞台上
で繰り広げられる世界により
深く入り込めるよう、工夫が
ちりばめられています。限ら
れた空間の中で出演者が発す
るパワー、効果的に見せる音

響・照明・装置、そのすべてが舞台の密度をギュッと高めて、客席に届
けます。感覚が刺激され感情が目まぐるしく動き出す快さは、感性豊
かなこども時代にぜひ経験してほしいひととき。

生の迫力を
体験できる！

こどもだけが楽しくて、大人は退屈？いえ
いえ、一緒に楽しめるのがこども劇場の魅
力。行き帰りのお子さまとの会話も、公演
とセットの思い出に。「今日はどんな舞台
かなあ？」「あの場面が面白かった！」飛び
出す表情や感想に「うちの子にこんな面が
あったなんて！」と驚くかも。

出演者はプロのみ。多くのこ
とを吸収するこども時代だ
からこそ、本物にふれてほし
い。また、クオリティはもちろ
んのこと、お子さま自身が楽
しみ、親しめるプログラムを
厳選してお届けしています！

もちろ
ん、本格的

。

生の舞
台って、何が

いいの？

いつも
新鮮！幅

広いプログラム

お子さ
まと想い出

共有。

生の舞台芸術（人形劇・演劇・音楽・
影絵・伝統芸能など)や映画を鑑賞
するイベント。ファミリーを主な対
象に、音響・照明などの舞台設備が
整ったホールで開催しています。

生の舞台芸術（人形劇・演劇・音楽・
影絵・伝統芸能など)や映画を鑑賞
するイベント。ファミリーを主な対
象に、音響・照明などの舞台設備が
整ったホールで開催しています。

開催情報 月1～2回

映画上映会
年齢制限なしでどなたでもどうぞ！幼児から楽しめる短めの
作品、小学生ぐらいの年代が楽しめる物語性のある作品など、
特定の年代に偏らないラインナップです。また平日の午前に赤
ちゃん連れで楽しめる「“赤ちゃんと一緒に”シリーズ」は、子育
て中のリフレッシュになる！と好評です。

無料

お客様の声

スタッフの声

・こどもなりに心が動いた様子を見
られて嬉しかったです。これから
も音楽に触れる体験をさせてあげ
たい。

・音響、ライト、全てがこども向け。
過ごしやすかったです。

・生の舞台の迫力を味わえました。
孫もよく見ていました。楽しかっ
たです。

・長時間もつかな？と思いました
が、最後まで、集中して、一生懸命
見ていました。

劇場に来た子ども達に「楽しかっ
た！」って言ってもらえるかな
…？！「こども劇場」のラインナップ
は、すべてスタッフ自身が“グッ”と
来たものを選んでいます。楽しい気
持ちになったり、なんだか心に残る
メッセージを感じたり…新しい物語
や世界に触れることで、子ども達の
中に好きなこと、やりたいことが増
えるきっかけのひとつになれたら、
と、ジャンル問わず、普遍的なテーマ
が感じられるあたたかい内容の作品
を中心にお届けしています。

自分がこどもの頃好きだった
作品をこどもにも見せたいと
連れてこられることも♪

大きすぎない音量など、映画
もデビューの場にふさわし
い工夫をしています！

※2020年度以前の出演者も含まれています
　（その他の写真については2019年以前のものです）
※2020年度以前の出演者も含まれています
　（その他の写真については2019年以前のものです）
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こども
はお任

せ！ベテラン揃い

「好
き」の

扉が開く
かも・・？

る
みてみ

団体（小学校、幼稚園・保育所・保育園単位）の芸術鑑賞
会。本格的な音響・照明等を使う「劇場」ならではの舞
台公演は、子ども達が舞台芸術に触れる貴重な体験の
機会として、多くの学校園に参加いただいています。

主催：大阪市こども文化協会
「人形劇・紙芝居・音楽などあらゆる芸術文化を子ども達に」を
合言葉に「ふれて・聞いて・遊んで体感する」こども芸術文化の
振興を目指して活動しています。春のこども文化まつりでは
主催者として、センターと一緒に運営しています。こども広場
出演グループのメンバーも多数在籍中。

こども広場る
みてみ

春のこども
文化まつり

る
みてみ

靴を脱いで、ゆったり。明かりを消
さないので、安心。身構えること
なく、おうちの延長のような感覚
で鑑賞していただけます。

普段みたことのないものを、友達と観る。
それは一生に一度のかけがえのない体験に
なるかもしれません。

出演者は、長年、地域
や図書館で活動して
いるグループばかり
です。子ども達に喜ん
でもらえたら嬉しい！という想いに満ちた、あたた
かい舞台をお届けしています。

個性豊かなアマチュアグループが
月替わりで登場！人形劇・腹話術・
手品・紙芝居・歌などが楽しめる、
60分程度の公演です。

個性豊かなアマチュアグループが
月替わりで登場！人形劇・腹話術・
手品・紙芝居・歌などが楽しめる、
60分程度の公演です。

「こども広場」に出演しているグループによるプログラムが次々に楽しめる、年に一度の
おまつり。ファミリーで気軽に一日楽しめるイベントです。
※大阪市こども文化協会とこども文化センターが協力して開催しています。

「こども広場」に出演しているグループによるプログラムが次々に楽しめる、年に一度の
おまつり。ファミリーで気軽に一日楽しめるイベントです。
※大阪市こども文化協会とこども文化センターが協力して開催しています。

劇場に行くのは
まだ早いかな…？という
おともだちにもぴったり♪

家族一緒に
座れるよ

ジャンルも
さまざま♪

開催情報 月１回

開催情報

年1回（2月末～3月）

開催情報

夏（小学校）
秋（幼稚園・保育所／園）
※参加方法はお問合せください

マッ
ト敷き

のお部屋で
安心

「友
達」と観

る体験。
プログラムは、短いお話と、手遊びなどを組み合わせ
て上演します。１つ１つが短めなので飽きにくく、一

度で多くの作品を
観られるお得さ
も！出演者が毎月
違うので、新しい
お話や歌、手遊び
と出会うチャンス
もいっぱい！

※P8の写真は2019年度以前のものです※P8の写真は2019年度以前のものです
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舞台発表に必要な技術はもちろん、感情や気持ちの流
れ、チームワークの大切さも学びながら舞台発表を目
指します。春に行う初心者対象の短期教室（プチ）、夏休
み期間中の教室、夏の参加者から希望者を募って年度
末の発表を目指す教室があります。

こども教室る
やってみ

開催情報

楽器に息を吹き込むことで、自分の気持ちを音で表現
できるのがブラスバンドの魅力！
自分ひとりで鳴らすだけでなく、みんなでひとつの音
楽を作るよろこびを体験できる教室です。
●対象は小4～中3。幅広い年齢の子ども達が舞台での発表を目指して一緒に
取り組みます。

●全ての楽器に専任の講師が付いて指導するので、未経験者でも安心して始
めることができます。

毎月1回、こどもが作った詩や、暮らしの中で保護者が書きとめた
こどものつぶやきを、音読して発表し合う会。指導員の小学校教員
の皆さんが講評します。こども文化センター設立の30年以上も前
から続いており、令和2年度には70周年を迎えました。

そのほか、年度ごとに内容の違う
教室を開催することも。お楽しみに！

その他教室について

ミュージカルプチ…5月　ミュージカル教室…7～8月　ミュージカル教室2…11月～3月

●ミュージカルは一人では作れません。相手を尊重し、力を合わせることを体験で
学び、心の成長に繋げます。

●小3～中3対象なので、異年齢の子ども達と交流できるのも魅力！
●上演台本は講師のオリジナル！レッスンを通して見えてくる子ども達の特徴を
とらえて設定を考え、子ども達に伝えたいテーマで書きおろします。

貴重な初期の詩集！竹中郁追悼号
（第7集）、350回記念号（第8集）、35
周年記念号（第9集）、500回記念号
（第21集）など。

1988年12月発行の「教育大阪」。
この頃、目次の次ページにこども
詩が掲載されていました！

左：第33回読売教育賞受賞の際発行
された「こども詩の会」の実践活動
をまとめたもの（1986年）／右：児
童詩の作り方について指導者向け
に書かれたもの（1991年）

創始者・竹中郁の三回忌に、有志に
よって発行された詩集「子ども闘牛
士」（1984年）。表紙の絵は第7集・竹
中郁追悼号の表紙を飾り、センター
に寄贈もされました。

枠からハミ出した
部分こそが個性！

基本から丁寧に
レッスンします

開催情報 6月～3月の土曜日・午後(月２回程度）

開催情報 月1回（土曜・午後） 申込不要

『正直に・飾らずに・簡潔に』創始者の詩人竹中郁・坂本遼の遺志を受け継いで丸70年。月に１度、こ
ども達が体験や感動を詩で表現し、発表し合う。「よく見て、よく聞いて」書く。人前で発表する。確か
な暮らしの創造と生きる力の育成が『こども詩の会』のねらい。毎月集まった皆さんと、ぬくもりを
分かち合っています。

指導者（写真左から）：
今井 美之・橋本 正勝・

乾　公人（小学校教員）
いぬい　まさと

はしもと まさかついまい よしゆき

（評）ひらがなをマスターしたばかりの
一年生。『へ』は、どう見ても、「へ」
じゃないよね。「べ」だよね。

（評）なんとたのしい会話でしょう。　　　　　
妹に対するお兄ちゃんの愛情があふれています。
しっかりものの妹の成長が楽しみです。

な
ゆ
ち
ゃ
ん
へ
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ゆ
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って
ね
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は
ーい

ミュー
ジカル教室

ブラスバンド教室

こども
詩の会

皆でぬくもりを
分かち合っています

田中めぐみ（打楽器担当／主任講師）
た なか

“すき”をみつけて“すき”を深める、 「こども教室」。すべての教室が未経験からＯＫ！こども自身の「やってみたい」気持ちを応援します。
自宅や学校とは違う場所で思い切 り自分を表現する楽しさ、一人では味わえない、みんなと作る面白さ、多くの人の前で発表する達成感など、
かけがえのない喜びを知ることは、 子ども達の新たな可能性を開いてくれるきっかけになるかもしれません。

こんな楽器を演奏できます！
フルート トランペット

トロンボーン

（楽器提供：大阪市こども文化協会）

「ことばという道具を使って、自分自身を紙の上へ

ぶつけることは、やがて大人になったときに役立つ

のです。そのために詩を書く勉強をするのです。

おおぜいの人の中で、自分だけで生きていくのでは

ない、いっしょに生きていくのだ、という心掛けを

養うのにこの勉強が役立つのです。」

（こども詩の会詩集 第8集　巻頭のことば）

クラリネット

サックス 打楽器

～こども詩の会、70年の歴史をご紹介！～

講師：羽根 博司
（元 劇団四季 俳優）

は   ね  ひろ し

「こども詩の会」創始者 竹中 郁のことば

※P9-10の写真は2019年度以前のものも含まれています※P9-10の写真は2019年度以前のものも含まれています
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人形劇はじめま専科
～喜ばれることが喜びになる！未経験からやってみよう～

大阪市こども演劇
フェスティバル

大阪市こども文化
フェスティバルる

でてみ

る
やってみ

スタッフボランティア

マジ
ックショ

ー

目標があることで、もっと頑張れ
る、楽しくなる！大阪市内で活動
中の、子ども達による団体を公募
し、日々の成果を披露しあう合同
発表会。子ども達が舞台発表を通
じて成長する絶好の機会として、
指導者・保護者の方にも毎年大好
評のイベントです。

大阪市内の小学校を中心に、演劇クラブなどの活動
をしている子ども達による発表の場。
本番を目標に練習を重ね、成長した姿を、ホールの
舞台で発表することを目指します。

●よろこびが何倍にもなる“設備の整った舞台で観客の前で表現する体験”は、貴重
な機会！

●プロの舞台スタッフが音響照明を担当し、ホールならではの本格的な演出でサ
ポートします。

●事前に打合せやリハーサルを行うので、初参加でも安心。
●当日は、子ども達の熱演に、客席もパワーをいっぱいもらいます！

●当日は発表を鑑賞しあい、他団体から刺激を受けて、次の活動に繋げます。
●主催者の、小学校の先生方とともに「国語学習、特別活動等における表現活動
の場、演劇等の学習を通し、豊かな心を育てる」ことを目指し、、センター開館
時（1979年）より継続開催している、歴史あるイベントです。

開催情報
8月下旬　観覧は申込不要・入場無料。
※例年４～５月頃に出演団体を公募します。

開催情報 月１～２回

開催情報 秋頃

開催情報 2月 観覧は申込不要・入場無料。
出演に関してはお問い合わせください。

練習の成果、大爆発！

幅広いジャンルのプログラムがそろいます！

主催：大阪市小学校学校劇と話し方研究会
1982年（昭和57年）7月1日に活動
開始。学校劇と話し方を中心とする
表現活動を通して、小学校における
教育活動をより効果的にするため、
児童文化の研究を推進することを目
的としています。

●子ども達やファミリーの皆様にとって安心・安全・快適な場にすることが
喜びです♪

●登録の際は、公立施設でのイベント対応や接客についてなどの研修があ
ります。

●月に１～２回、参加可能な時のみの活動
なので、無理なく続けられます。

※活動は年度ごとの更新制

※開催しない年度もあり

幅広い年代の方が活躍中！

（大人対象）

基礎から実演までをプロに教えてもらい、成果発表を経て、
修了後は実演グループとしての活動を目指す講座です。

センターの理念に共感し集まったメンバーが、ホールでのイベント
当日、誘導やベビーカー預かりなどのお客様対応に従事し、イベント
運営をサポートしています。言うなれば、センターの縁の下の力持ち！

●子ども達の喜ぶ顔が、自分の喜びになる―自分自身の生きがい、社会に関わるやりがいが感
じられる活動に繋がるきっかけになるかも！？

●修了後は、有志を募りグループを結成。センター所属グループとして活動します。　　　　
自立まではセンターもサポート！

修了生有志
自主活動中！

2019年度成果発表会より

「こども広場」などに出演
しているセンター所属の
アマチュアグループが、
実演家のプロから指導を受けて、技術のレベルアップを
目指す機会を、センターがサポートしています。

ベテラングループも、
最初は人形劇講座の
卒業生でした！ 市内の様々な団体との

協働事業を開催しています。

「支える」ことに
やりがいを感じます

対象：こども向けのレクリエーション技術を身につけたい大人の方 （未経験者対象）

講師：東口次登
（人形劇団クラルテ）

協働事業

レベ
ルアップ

講習

ひがしぐちつぎと

子ども達の笑顔に
元気をもらって
います

※P11-12の写真は2019年度以前のものです※P11-12の写真は2019年度以前のものです

他のチームの発表を
観るのも楽しみ！

春 秋 大阪市中学校総合体育大会ダンスの部
秋 大阪市こども育成連合会鼓笛隊発表会

秋 ハピネスふれあい音楽祭inこの花
冬 OSAKAスマホサミット

冬 高校生のための照明技術講習会
冬 大阪市立高等学校芸術祭　演劇の部

春 フレンドシップコンサート
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センターのあゆみ

★指定管理者制度…多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上と経費の節減等を図ることを目的として
導入された制度のこと。

2020年度実施事業一覧
2020年度実施事業レポート

鑑賞事業／こども劇場みる

こども団体鑑賞事業／こども芸術劇場
みる

連携・交流事業（ボランティアによる鑑賞事業）／こども広場みる

連携・交流事業/春のこども文化まつり※みる

発表事業ででみる 大阪市こども演劇フェスティバル※

　　“赤ちゃんと一緒に”シリーズ　*大阪市こども文化協会との共催事業は不開催

●※マークがある事業については、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、開催中止となりました。
●こども文化センターホール天井改修工事のため、7月以降の
ホール事業は他館で開催しました。
　◆…クレオ大阪中央 ◆…クレオ大阪東 ◆…クレオ大阪南
　（マークのないものはこども文化センターで開催）

ホール天井改修工事が始まる
までの４～７月はこども文化
センターのホールで開催予定
だったこども劇場。緊急事態宣言が4月に発出された影響で
残念ながら中止となりました。工事期間中は、センターとし
ても史上初の出張公演！10月はクレオ大阪中央、11月～3月
はクレオ大阪東で開催しました。マリンバ×和太鼓、台所楽
器、ピアノとサクソフォンによる音楽と防災のお話などバラ
エティ豊かなコンサートのほか、民族芸能の公演を開催。客
席は定員を減らし、できるだけお客様に安心して楽しんでい
ただけるよう、念入りにコロナ対策をとって実施しました。
短い時間ではありますが、子連れで楽しめた、こういう場所
があって嬉しい、というお声もたくさんいただきました。

長年活躍中のメンバーたちがアルバイトスタッフと協力して
運営をサポート！毎公演心を込めてお客様をお迎えしました。

8月より再開。固定席はないた
め、これまで全面マット敷き
だった設えを、家族ごとの「島」にして、無理なくディ
スタンスを確保できるように変更。マスク着用など
出演側にもさまざまな制約がある中のイベントとな
りましたが、こんな時期だから子ども達に楽しんで
ほしい、という出演者の気持ちがいっぱい詰まった
公演となりました。

・適時、会場の消毒や換気を行う
・舞台までの距離を保つため、最前列席を使
わない、または距離を開ける

・受付はアクリル板の仕切りを使用し、
スタッフはマスク・フェイスシールド・
手袋を着用する

・すべてのスタッフに安全管理の事前ミー
ティングを行う

・来場者には検温を実施し、マスクの着用
をお願いする

上演の日に向けて切磋琢磨しておきたい！
と、人形劇グループなどが、プロの指導の
もと、スキルアップに励みました。

定員数が限られ例年よりも少
人数でのミュージカルとなり
ましたが、学校や家とは違う
場所でのびのびと楽しむ子ど
も達の姿にこちらもパワーを
もらいました。夏の教室から
有志を募り、11月から2月までは長いセリフがたくさんある台
本にも挑戦。例年ホールで実施している発表会は、今年は練習
しているお部屋での実施となりましたが、無事、最後に保護者

の皆様に観覧いた
だくことができま
した。

7月より再開。
例年、毎回50名超の人でに
ぎわう会ですが、今年は参
加人数を絞っての開催とな
りました。それでも、このよ
うな状況の中、数々のこど
も詩を皆で分かち合う時間
は、参加者にとって心温ま
る時間となりました。

もともとホール天井改修工事日程が定められていたため、予め不開催が決まっていた事業（こども
文化フェスティバル、ブラスバンド教室など）のほか、コロナ禍の影響で開催中止を決定した事業
（こども芸術劇場、春のこども文化まつり、こども演劇フェスティバルなど）があります。

様々な団体との協働事業についても、今年度は一部は中止、一部は他館
での開催となりました。子ども達の発表の場が途切れず設けられたこ
とへの喜びの声もいただきました。

開催を取りやめた事業について

スタッフの
標準装備です！ 発表会の

様子です！

★主にこんな対策をしていました★

今後もしばらくは、さまざまな制約を設けて
の開催となることが予想されますが、子ども
達が芸術文化に触れることが出来る「劇場」と
して、少しでも楽しいひととき
を過ごしてもらえるような場
所であり続けられるよう、引き
続き安全に留意しながらお待
ちしています！

こども劇場

スタッフボランティア

コロナ対策について こども広場

レベルアップ講習

ミュージカル教室 こども詩の会

協働事業

昭和30年11月 児童文化会館 開館（北区）
☆市民からの寄付で設立。小さいながらも、図書館やホールを備えていました。

昭和53年10月 こども文化センター設立準備のため、児童文化会館閉館
昭和54年11月 こども文化センター 開館（西区）

☆こけらおとし公演では文楽「三番叟」が上演されました。
第一回こども劇場 開催

8月 第１回こどもフェスティバル（現・大阪市こども文化フェスティバル）開催
11月 第１回こども演劇フェスティバル 開催

昭和55年14月 ブラスバンドクラブ 発足
昭和56年14月 大阪市こども文化協会 発足
昭和59年11月 開館5周年記念誌「未来に翔ける」発行
平成元年13月 開館10周年記念誌「創る」発行
平成15年14月 土曜こども広場（現・こども広場）開始

☆学校週5日制実施にともない始められました。
10月 開館15周年記念誌「遊」発行

平成16年18月 戦後50周年記念事業「プレイング・ピース・フェスティバル（平和を願うこどものまつり）」開催
平成10年18月 開館20周年記念誌「心輝く」発行
平成16年11月 開館25周年記念事業

☆劇作家・平田オリザさんと人形劇団クラルテ・松本則子さんの講演会を開催しました。
平成21年14月 指定管理者制度に移行（第1期）

（指定管理者：財団法人大阪市教育振興公社・ＳＰＳ［サントリーパブリシティサービス（株）］共同事業体）

＊各社の名称は当時

ジャンル タイトル（出演者） 会場 開催日 参加者数
 映画 リトル・アインシュタイン＜日本語吹替版＞ 4/9（木）※ ─
 映画 塔の上のラプンツェル＜日本語吹替版＞ 4/19（日）※ ─
 映画 千と千尋の神隠し 5/6（水・祝）※ ─
 人形劇 とどろヶ淵のメッケ（人形劇団京芸） 6/14（日）※

※

─

─ 音楽 夏休みファミリーコンサート（オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ） 7/19（日）

 音楽 ◆ 10/18（日） 69名

 伝統芸能 伝統芸能「おまつり彩祭 ～民族芸能アンサンブル若駒」（民族芸能アンサンブル若駒） ◆ 11/22（日） 29名

 音楽 クリスマスコンサート（ハイノーブルカルテット、大槻温子） ◆ 12/13（日） 157名

 音楽 アンサンブル・レネットの音楽会♪（アンサンブル・レネット） ◆ 1/11（月・祝） 150名

 音楽 ラララ♪きらきらコンサート  ～震災を忘れない～（Ｌｉｅｎ） ◆ 3/13（土） 117名
5公演のべ 522名

リアン

対象 ジャンル 演目（出演者） 会場 開催日 参加者数
小学校 人形劇 とどろヶ淵のメッケ（人形劇団京芸） 6/11（木）、12（金）※ ─

幼稚園・保育所/園 未定 未定 ◆ 10月※ ─

出演グループ ジャンル 開催日 参加者数
ぐるーぷ　ぬ！ 人形劇、腹話術 ほか 4/12（日）※ ─
さっちゃん 手遊び、エプロンシアター、人形劇　ほか 5/10（日）※ ─
人形劇グループ あんころもち 人形劇、音楽人形劇、ペープサート ほか 7/5（日）※ ─
グループ ケロちゃん 手遊び、エプロンシアター、人形劇　ほか 8/10（月・祝） 22名
さっちゃん 人形劇、エプロンシアター　ほか 9/12（土） 13名
人形劇とおはなしのふぅ～ 人形劇、手あそび、紙あそび ほか 10/4（日） 13名
人形劇グループ ポレポレマカロン 腹話術、パネルシアター、手あそび、手品、音楽劇　ほか 11/7（土） 10名
お話サークル くまの子 人形劇、ブラックライト人形劇、パネルシアター ほか 12/6（日） 17名
人形劇サークル ぽっぽ〈ゲスト〉さっちゃん 人形劇、ペーパーシアター ほか 1/16（土） 17名

さくらんぼ うた、ピアノデュオ、おはなし　ほか 3/6（土）
（2/7振替公演） 7名

ぐるーぷ　ぬ！ 人形劇、組木、パネルシアター　ほか 3/27（土）午前 発行時未定
みおつくし会 大型紙芝居、手品、手あそび　ほか 3/27（土）午後 発行時未定

3/6までののべ 99名

こども教室やってみる

人材養成・交流・協働事業やってみる

事業名 講師 開催日 参加者数

スタッフボランティア ― 10月～3月
※4～7月は中止

のべ12名
（登録17名）

レベルアップ講習 上田ぼんた、
神門康子 ほか 6月～3月 7グループ20名

協働事業そのほか

事業名 会場 開催日
大阪市中学校総合体育大会ダンスの部（春） 6/7（日）※
大阪市中学校総合体育大会ダンスの部（秋） ◆ 9/27（日）

高校生のための照明技術講習会 ◆ 12/25（金）、
1/16（土）

出張!!サバイバル☆キッズプチin西九条 1/24（日）

第40回大阪市立高等学校芸術祭　演劇の部 ◆ 1/30（土）、
1/31（日）

第14回フレンドシップコンサート ◆ 3/27（土）

教室名 講師 開催日 受講者数
週末チャレンジ！
こどもミュージカル プチ 羽根博司 5月※ ─

ミュージカル教室 羽根博司、
糸永真衣香 8月 11名

ミュージカル教室2 羽根博司 10月～2月 上記のうち7名

こども詩の会 橋本正勝、
乾公人、今井美之

7月～3月
※4～6月は中止

のべ244名
（おとな170名・こども74名）

平成22年13月 事業案内冊子「るるるるガイド」発刊
☆平成21年度以降、毎年発行しています。

平成24年13月 こども劇場　演劇「ワラシ－秘密基地に棲む妖怪－」を上演
（共催：全国児童・青少年演劇協議会 関西ブロック）

平成25年14月 指定管理第2期 開始※指定管理者は第1期に同じ

平成27年14月 指定管理第3期 開始 ※指定管理者は第1期に同じ
平成28年13月 移転記念イベント「こぶんサンクスカーニバル ～３７年間ありがとう～」 開催

☆西区の施設閉館を前に、集大成となるイベントを開催しました。
3月末日 こども文化センター（西区）閉館

4月 クレオ大阪西（大阪市立男女共同参画センター西部館）へ移転
クレオ大阪西・こども文化センター（此花区）営業開始
☆複合化施設として新たに生まれ変わりました。
指定管理第四期 開始
指定管理者：クレオ大阪西・こども文化センター共同事業体
（構成企業：一般財団法人 大阪市男女共同参画のまち創生協会・一般財団法人 大阪教育
文化振興財団・サントリーパブリシティサービス株式会社・グローブシップ株式会社）

5月 クレオ大阪西・こども文化センター「開館おひろめイベント」開催

平成30年11月 開館40周年を迎える

11月 開館40周年記念公演「スーパーキッズ・オーケストラ」開催

令和2年14月 指定管理第5期 開始 ※指定管理者は第4期に同じ
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